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瀧山寺の文化財について

　失礼致します。私、昨年の8月でございますが、
当瀧山寺の住職を拝命を致しました。山田亮盛と申
します。このような機会を与えていただいた事を大
変感謝をしております。と申しますのは、今からの
お話というのは瀧山寺の宣伝するような事になって
しまいます。何となくちょっとこの辺がくすぐった
いところがあるわけでありますが、何かちょっと言
い過ぎちゃったかなというような、今から言い過ぎ
ちゃうのかなと思いながら、ここの場に立っている
わけです。まずもってこのように集まっていただけ
た事自体が大変驚きでありまして、本当にいいのか
なというふうに思っております。私の話でこれで納
得いただけるのか、満足いただけるのか、ちょっと
心配な部分が沢山あります。とりわけ話術など自信
はありません。そんなにお寺の事も勉強してるわけ
じゃありません。今回サテライトオフィスの青山様
のお話をいただいて、まあやっつけ刀で急遽勉強し
たというようなところがありますので、若干恥ずか
しい部分もあるかなというふうに思っております。
　ひとつ追い風かなというのは、この本でございま
す。ご覧になられた方もあるかと思いますが、昨年
です。昨年の1月に出された『芸術新潮』という雑
誌なんですが、これがかなり宣伝効果があったって
いうか、インパクトのあった記事で、ここにうちの
お寺の仏像が紹介されている。というような事があ
りまして、今回、『聖観音様、梵天帝釈天様』のお
話を中心に今日はお話を進めさせていただきたいな
というふうに思います。この本が出たのはご存知の
方もあると思いますが、ニューヨークで大日如来が、
12億円で落札されたという。東京のある宗教団体
がオーダーをしていたというような事が後で判った
わけでありますが、そこのご本尊になりました。こ
この芸術新潮社もなかなか時を得てというか、上手
ですよね。話題になったらすぐに本を出しちゃうっ
ていう。それで運慶特集で出した。私のところはそ
れに乗っかっちゃったという、大変有り難いような
お話でありました。一昨年の10月に「写真を撮らせ
て欲しい」という事で「どうぞ」と言ったらそれが
かなり反響がありまして、今回もその辺りを中心に

話をしていきたいと思います。
　さっそく寺の歴史について話をしてまいりたいと
思うわけであります。お話するにあたって最初に調
べましたのは、『岡崎市史』を見たわけであります。
出てくるのはこの瀧山寺縁起というのがかなり中心
になって、そこで論が進めてあったというので、ま
ずひとつびっくりしたわけであります。中世があ
まり岡崎の歴史が解明されていない空白地帯であっ
た。そこをこの瀧山寺の縁起が埋めたというような
お話は新行先生から伺った事がありますが、新行先
生と申しますのは愛知教育大学の名誉教授でありま
す。岡崎辺りの事については大変お詳しい先生であ
りますが。
　この縁起を見てみまして、これが1ページ目であ
ります。ここ「役の行者小角」というふうにここ書
いてありますが、この方が瀧山寺の最初開いた方で
あります。ここに漢文で書いてあるわけであります。
書き下してまとめたものであります。こんなふうな
事が書いてあるというふうに読んでいただければと
思います。行者が修行の為に渓流に入ったところ、
瀧があり、その滝つぼに大きな龍が金色の仏像を守
護していた。行者はその仏像を袈裟に包んで引き上
げたところ、金の薬師如来であった。行者は時の朝
廷に報告したところ「鎮護国家の霊場を建てよ」と
勅命が下り、自ら薬師如来をきざみ、その仏神に金
色の薬師如来を納め、堂に安置した。というような
ことがありまして、これが瀧山寺の始まりでござい
ます。天武天皇の時代と申しますので、673年から
686年ぐらいにかけて、まあ実際に物が残っている
わけじゃありませんので、この辺りであろうという
事であります。それ以降、この瀧山寺は荒廃を致し
まして、ちょっと途絶えてくるわけですね。
　その後これまた歴史上で出てくる、またこの縁起
で出てくるのが、これお墓なんです。仏泉上人永

え い ぐ

救
という方が出られてくるんですが。この方は加賀の
生まれで比叡山でご修行されて、三河の国に薬師信
仰、仏教を広める為に下られたという方でございま
す。この地にまいられて荒廃した瀧山寺の後に霊場
を建てて発展をさせるという事で、今も当山の宝物
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殿の西側の高台のところに、お墓があります。この
ところに、開山仏泉上人墓というふうな記述がある。
でもちょっと新しいので、後から付けたのかなって
いう気もしておりますが。その方が瀧山寺を布教活
動しながら広めて、瀧山寺を発展させてくださった。
その時にですね、記述にあるのは瀧山寺本堂を建て
て、その本堂を建てた棟木にこんな記述があるとい
う事であります。「沙門永救、檀那、物部朝臣、伴
氏女」物部朝臣っていう、その物部氏という名前が
出てくるんです。この私の記憶では、あんまり歴史
得意じゃなかったんですけれども、物部氏が出てく
るのは6世紀後半に蘇我氏と仏教を取り入れるかど
うかで対立し、蘇我馬子と戦って、中央を追われた。
この方、中央追われて、その末裔は三河の方で地盤
を築いていたのではないかなというふうに思うわけ
であります。その方がスポンサーになっていただい
て、350ぐらい寺坊があったと、この時代に。ご存
知の方あるかと思いますが瀧山寺の三門。あそこが
橋を渡ってすぐ入ったあの赤い門が、後でまた出
しますが、そこから本堂までが約800メートルあり
ます。門からそこまで800メートル。そこが全部敷
地だと考えていただけたら、350あってもそんなに

オーバーじゃないなという気は致しますが、その中
には三重塔であるとか鐘楼、それから惣持禅院、温
室、法花堂、一切経堂。この温室というのは蒸し風
呂のような物があったんだそうです。薬湯をたてる
というような事で、その縁起には書かれておりまし
た。それから一切経堂、それから常行堂、山王七社
などあったわけであります。その仏泉上人を慕って
多くの方がまた入山をするわけです。瀧山寺に弟子
入りをしてくるという事が行われてくるわけであり
ます。
　そのひとりの方で、この方がまた今からの話の中
心になるわけでありますが、寛伝という方がおられ
るわけです。額田の僧都寛伝。資料の系図をご覧い
ただくとその人の名前が出てくるわけであります
が、右端の1番上から3番目の方に範忠という方が
いて、その子供のところに寛伝というのが3番目に
ありますね。その寛伝という方がここのご住職にな
るわけであります。この方というのが非常に良い家
柄の方でありました。熱田の宮司家。熱田山の宮司
家の出であるという事であります。本人は瀧山寺へ
こられたのですが、お父さん、お祖父さんは熱田の
大宮司になられているという方であります。何でこ
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こが大事であるかというと、その系図の1番左端を
見ていただくとそれがわかるわけであります。左端
を見ると女子と書いてあって、その隣が源義朝。頼
朝のお父さん。という事は頼朝と寛伝が従兄弟関係
になっている。そこが1番この瀧山寺にとっては大
切なところでありまして。要するにここから出てく
る頼朝の事に繋がっていくわけであります。頼朝が
寛伝を非常に可愛がってくれた。その事でひとつ事
例としましては、下野国の日光山、満願寺というと
ころの第19世のご住職になられる。その後、瀧山
寺の方へこられたという事であります。その間何が
あったかちょっとわかりませんが、日光からこっち
へくるのというのはあんまりいい事がなかったのか
なという事も、勝手に想像しているわけであります
が、それでこられてその直後に頼朝が亡くなる。そ
うすると寛伝にとってはバックアップを無くしてし
まうというような事から大変悲しんで、生前の厚誼
を思い、頼朝の菩提を弔う為に惣持禅院を建てる。
それがここの記述であります。ここですね。3行目、
ここを見ていただけると、惣持禅院の事、惣という
のは物という字に心を書いて、惣持禅院の事。まあ
漢文の苦手な方もかなり漢字を拾っていくとわかり
ます。
　此の堂は鎌倉右大将家の奉為なり。上へ戻るんで
すね。その後の記述、この辺りですね。彼の御鬚の
落と歯を以て仏身に納め、即ち彼の等身を以て仏の
寸法と為て造り奉るなり。というふうに書いてある
んですね、これ。ここら辺から造り奉るなり。簡単
に言うと、頼朝の歯と髪の毛を仏様の中に納めて、
仏様の寸法を頼朝と同じにしたというふうな事を、
もちろん霊を弔う為にやったというふうに書いてあ
ります。その後、これがまた大事なんですが、この
辺りからですね。本尊は正観音、脇士は梵天・帝釈
なり。その次が仏師八条の法印運慶・同子息湛慶。
ずっときてこの消してある部分には、式部僧都寛伝
造立すというふうに、なぜか消してあるんですけれ

ども。もうひとつの本にはそういうふうに書いてご
ざいます。何となく字を見ると、この字なんか式っ
ていう字に見えない事はないなと思うわけです。そ
んな記述がありまして、要するに運慶が造った仏像
だというふうなここが瀧山寺側からいうとそれが根
拠になるわけですね。ただ悲しい事にそれを証明す
る手立てが無かったという事であります。
　これが聖観音でございます。175センチくらいで
すかね、上から下までが。かなり大きな像でありま
す。それからこれが梵天ですが、半分しかありませ
ん。全体が見たい方はどうぞ瀧山寺へいらしてくだ
さい。本当はそういう意味じゃなくて、本当は良い
写真が無くて、取り込んだ写真がこれが1番良い写
真だったので、なかなか良いお顔をしてみえます
よね。帝釈天です。先程の聖観音の聖観音に戻るわ
けでありますが、この聖観音。残念な事に色が付け
てあるというのが、大変鮮やかな彩色をしてあるわ
けですが、これは私が聞いておりますのは、元禄の
時代に色を付けてしまった。これが仏像にとっては
非常にマイナスになるわけです。当時のままという
のが1番良いんだというふうに聞いております。昭
和53年だったと思いますが、文化庁の調査が入り
まして、この仏像にX線をかけた。そうしたら出た
んです。歯と髪の毛が入っている仏像があるという
事で、瀧山寺は常にずっとそういうふうにはお伝え
してきたんですが、本当かどうかわからない。お寺
のいう事は大風呂敷だぞというような事もありまし
て、取り上げてもらえなくて、それがこのレントゲ
ンをかけましたら、ここですね。歯と髪の毛はわか
らないけれども、何かあるぞという事です。寄せ木
でこのかすがいで留めてあるというところがもちろ
んお判りになると思いますが。ここに何かある。こ
れは正面の写真ですが、横から見ますとね、こうい
うふうに木を渡し掛けてて、ここに絡げてある。そ
んな写真が見つかりまして、まあこれは間違いない
であろうと。その寛伝が頼朝の霊を弔う為に造った
仏像である。これでにわかに脚光を浴びたのが昭和
56年であります。国の重要文化財に指定をされた
という事であります。これ今の宝物殿にこんな形で
展示はしてございますので、また宜しかったらご覧
いただければというふうに思います。
　先程最初に申し上げました芸術新潮が出まして、
昨年でありますが、12月の終わりぐらいから1月な
んですけれども、大体あの瀧山寺の1月とか12月と
いうのは電話かかってくるのは決まってるんです
ね。鬼まつりいつですか。節分いつですか。そんな
電話ばっかりなんですね。あのこういうふうにやり
ますよって。ちなみに今年は節分は1月31日。それ帝釈天　　　　　　聖観音　　　　　　梵天
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から鬼まつりが2月20日でございますので、宜しけ
ればどうぞ。そういう問い合わせが多いんですが、
昨年は違いましたね。本に出ていた仏像があるのは
お宅ですかとかね。いつ行ったら見せてもらえます
かとか、休みはありませんかとか。そんな電話が沢
山はいりまして、これは凄いな、本の力は凄いなと
いうような事に、驚きました。もう1点この本、大
変小さくて恐縮なんですが、この本のですね31点
仏像があるところの場所が示してある地図があった
んです。私はこれが1番驚きました。なぜかという
と、関東に5つお寺があってそこに仏像がある。関
西、近畿圏に4つ。まあ関東は頼朝がいたところだ
からとか、鎌倉時代とかいうぐらいだからこちらが
中心である。近畿圏はそれまでの中心であったとい
うところでなんですが、1個だけここにポツンとあ
るところがこの瀧山寺だったんです。これが1番驚
きましたね。如何に不勉強であったかという、自分
を恥じてもいるわけでありますが、そういう仏像で
あったという事がわかりまして、大変驚きました。
これが最初の中心である聖観音、梵天・帝釈天でご
ざいます。この本にちょっと付いてまして、後ろ姿
が美しいというふうでしたので、ちょっと私もいた
ずらして、大体仏像を後ろから見るなんていう不届
きな事はありません。正面から見てお参りするのが
本当でありますが、最近こられた方は必ず後ろに
回って、いやぁいいですねとおっしゃって帰られま
す。良い仏像は後ろから見ても美しい、こういう事
でありますがちょっと撮ってみました。
　あとじゃあ他には仏像はないのか、文化財はない
のかというといろんな仏像がありまして。瀧山寺本
堂に行っていただいて、本堂をがらっと開けるとこ
んなふうに見えるんですね。ご本尊がありまして、
その隣が、日光菩薩、十二神将も一部写っておりま
して、この光背だけ写っているのが不動明王であり
ます。ご本尊でありますが、ちょっと写真がぼけて
おりまして申し訳ありませんが、見てもうお気づき
になる方もあろうかと思いますが、金属製の物で出
来ていて、光背が木製なんですね。これどういう事
かというとふたつの仏像をくっつけたんだと思いま
す。でもこの仏像も鎌倉時代のものだという事を聞
いておりますが、調査に入られた先生が、これも良
いものだよというような事はおっしゃっていました
けれども、悲しいかなふたつをくっつけてひとつに
したというような、うちの仏像はそういうのが他に
もありまして、そんな事が行われているようで。こ
れにつきましては、お前立ちでございまして、ご本
尊は秘仏になっております。この秘仏は50年に1回
ご開帳をするという事であります。いつも参拝者の

方にそういうふうにご説明を申し上げると、今度い
つですかと必ず聞かれるんですね。そうすると私い
つも平成元年に開帳しましたって言うんです。そう
すると明らかに顔が落胆の色が濃くて。はい、そう
なんです。あまり悲しそうな顔をされますんで、私
が住職の時代もとびますよと言ったら、そうです
ねって言って私も仲間だと。あと30年ありますか
らね。今、58歳です。頑張ればいけるかなと思っ
ていますが、ちょっと苦しいかな。
　ご開帳の時の話を少しさせていただきたいと思う
んですが、ご開帳の時に、前日住職がお前上に行っ
て見てこい。実は住職も見た事が無かった。うちの
住職、住職と言ってるんですが父の事であります
が、父がきたのが昭和25年に瀧山寺にきているん
ですね。それ以前昭和13年にご開帳したという記
述があるんですが、それ以降も戦争もあり、お寺が
だいぶ乱れた時代だったようであります。それ以降
は必死になって守ってまいったわけでありますが、
ただご本尊だけは見た事がない。見ずしてお参りを
していたわけでありますが、それで見てこいという
事で本堂に行きました。ひとりじゃ心配ですので、
他のご住職二人連れて3人でお参りに行ったわけで
あります。開けようと思って開けたら、本当に大き
な1メートル50センチぐらいある座像がどんと座っ
ていたんですね。ちょっと驚きましてね。本当に息
を呑むってああいう事だろうな。それともうひとつ
は、私はその戸を開けた時に、えらいお寺に生まれ
ちゃったなという、その責任の重さというか歴史の
重さっていうか、そういったものを本当に感じまし
た。それを平成元年に見られた方が、わしはもういっ
ぺん死ぬまでにあのご本尊が拝みたいっておっしゃ
る方が、年配の方でお見えになるんですね。もう1
回見てわしは死んでいきたい。ああそうですか。で
もあと30年ですよといっても、それはもたないか
ら。世の中は面白くよく出来ておりまして。天台宗
の宗務に詳しい方にご相談をしました。こういうお
声があるんですけれどもと相談したら、そういう時
はね、便利な考え方あるんですね。ご開帳じゃなく
て半開帳にすればいいって。25年くらいのところ
で半分。本来は例えば2週間やるところを半開帳だ
から半分、または3分の1とか。ご開帳の期間を短
くしてやるのもひとつあるよというようなお話をい
ただきましたので、そうするとその人のお気持ちも
叶える事も出来るなあというような事を思って、今
密かに秘策を練っております。その節にはまた宣伝
等を致しますので、またご来山をいただければ有り
難いなというふうに思います。宣伝ばかりですね。
　それからこれがご本尊から西側。入って左側の
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ところでございます。こういう並びになっておりま
す。毘沙門天、これが毘沙門天であります。それか
ら後ろに十二神将の6体があって、これが月光菩薩。
この毘沙門天でありますが、お手元の資料のところ
に入れさせていただきましたが、この写真がこれで
す。是非今日の記念にという事で付けさせていただ
きました。ただこれ18年だったと思いますが、名
古屋市博物館で比叡山と東海の至宝展に出品した時
に写真を撮っていただいてカードにしていただきま
したので、是非またお持ちいただければというふう
に思っております。
　続いて東側ですね、日光菩薩、十二神将、それか
ら先程光背だけでしたけれども不動明王でござい
ます。これいずれも市の文化財に指定をされている
という事であります。この十二神将についてです
が、先程の縁起には運慶が造ったというふうに書い
てあったんです。これ本当だったら大変な事なんで
すが。愛知県史編纂の時に、調査に入られた奈良教
育大学の山岸先生という方がお見えになって、ちょ
うどクリスマスの日だったと思いますが、3日間き
てずっと朝から晩まで埃にまみれて調査をしてくだ
さったんですけれども、まあ鎌倉時代は間違いない
けれども運慶ではない。顔の造りとかこの襞のとこ
ろが巧くないと。それだけの細工がしてないという
事で、時代のはっきりしているものとしては何か関
東の方によく似た仏像があるから、それが年代が鎌
倉の後期のものだという事でしたので、恐らくその
時代のものであろうという事でありました。あとこ
れが本堂にある仏像でございます。ですから本堂と
しては正面にお前立ちがあって、その中にご本尊が
あって、両脇に日光菩薩、月光菩薩、その後ろに
十二神将が守っている。6体づつで守っているとい
う事でございます。
　あと宝物殿に先程の聖観音、梵天・帝釈天があり
ますが、他にもこれ形しか見えません。きていただ
いてもこのぐらいしか見えません。十一面観音は平
安末期の菩薩像で、でもまあ煤けて大変黒くなっ
ちゃっておりまして、これは観音堂というのが近く
にありまして、そこのご本尊であります。かなり建
物自体が老朽化しておりまして、いつ倒れてもとい
う事がありまして、宝物殿で安置をさせていただい
ております。
　これでありますが、これが天台大師といいます。
1番期待をしているというか、これから出世するの
ではないかなという。今これ市の文化財、二年前に
なったところなんですが、それまでは何もなってな
かったんですけれども。大変優しいお顔をしておら
れますが、特にこの天台宗を開いた中国のお坊さん

で智魏という方なんですが、この座像が残っている
というのは全国的に大変珍しい。珍しいっていう言
い方は、多分ないと思います。天台宗の開宗1,200年、
806年に最澄が比叡山に天台宗を開いてから、ちょ
うど2006年は1,200年。その1,200年祭で大きな企
画展があった時に、この天台宗を語るには、ここか
ら出てるという事で、この方が図録の1番に描いて
あって、展示されているの、1番最初に展示されて
いたという事もあって、恐らくこれは重要文化財に
なるんじゃないかな思っています。密かに私は期待
をしているわけであります。絵画で、天台大師の絵
画が重要文化財というのは何点かあるんです。座像
になってるというのは、恐らくこれはきっと今よく
見ておいてください。または瀧山寺の宝物殿に見え
た方には必ず説明しております。これいい仏像です
から是非見ていってくださいというような事で、私
どもはこの天台大師はお祀りをする。12月に天台
会、「会」と書いて「え」と読むんですが、天台会を
催させていただいています。天台大師の偉業を褒め
称えるというような会で、まあ地元の方がお参りす
るわけですが、ひとつ面白いのは、その時に食べる
のが、食事を出すわけですが、豆粥を出すという。
そういう習わしだそうでして、小豆をただお粥にす
るっていうんじゃなくて、まあそれじゃあ食べにく
いからという事で、ご飯にして、豆ご飯にしてお出
ししているというような事も行っております。
　それからあと狛犬です。これ日吉神社、本堂の裏
にある日吉神社を守っておった木彫でありますが。
こちらが阿形、これが吽形であります。まあ口元を
見ていただいて、この上顎のところが欠けちゃって
るんですね。だから開きすぎなぐらい開いているん
です、口が。阿形はここのたてがみのところがカー
ルしてる。こちらは真っ直ぐ、まあその違いがあるっ
ていうような事で。全体を見ますと非常にスマート
なきりっとした狛犬になっております。非常に古い。
もうひとつはここに角

つの

があるという。ここに、こっ
ちだけですね。吽形には角があるというような仏像
があります。
　それからこの菩薩面でありますが、全部で6つあ
ります。これも県の文化財に指定されておりますが、
私自身不勉強でこれ何だろうなと思っていました。
最近、名古屋市の古川美術館というのが池下にある
んですが、そこへ出す企画展があって、そこへ出品
をしたわけです。その時に教えていただいたんです
が、これにつきましては、阿弥陀如来来迎会という
のがこの当時、鎌倉時代に流行しておったそうです。
阿弥陀如来来迎会。まあ臨終を迎えて亡くなる人の
元に阿弥陀如来が降りてきて、それで浄土へ導いて
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いくというような形の、まあ今流でいう劇をやって
おった。その時に被ったもの。これ見ていただくと
後ろも付いてまして、オートバイのフルフェイスの
ヘルメットのような格好だと思っていただければ。
これを顔につけて、下にまばゆい衣装を着けて仏像
としてそれに参加をしていた。12着作ったという
のが縁起に書かれております。奈良の当麻寺という
ところが、今も行っておられるという事で、ちょっ
と写真だけしか私も見た事ありませんが、キラキラ
の格好で、これを身に着けられた方が、静々と行進
をされて、往生者、亡くなった方を連れて行くとい
うような事を行っておられるそうです。
　これは、アップにしてありますが、これ磬です。
磬っていうのは鳴らすものでありますが、これにつ
きましてはどこの宗派の方もあるだろうと思います
が、天台宗でいうと導師が上がる礼盤といいますが、
そこでお経を唱えるわけですが、その右脇にこれが
置いてあるんですね。ぶら下げてあるというか。そ
れで鳴らすんですが、これは多くの場合通信手段で
使っているわけです。どういう事かといいますと、
鳴らしたらこうするよ。鳴らしたらこうするよ。そ
ういう決まりになっているんです。最初もちろん今
日はこういうお経で唱えますよというふうな事は打
ち合わせをするわけですが、その時にお導師が上
がってさあ始めるよじゃなくて、そういう状態が出
来たら2つ鳴らす。そうすると大体始まりますから。
これOKだよ、みんないいかなという事で。それか
ら後は同じお経を繰り返していった場合に、もうそ
ろそろだな、これでいいかなって、これは全て判断
はお導師がされるわけですので、もうこれで最後だ
なと思ったら、念仏でもこれでもう最後にしようと
思った時に鳴らす。そうすると終わるというために
使う磬であります。これがあの室町時代に出来たも
ので、ここに彫り物で孔雀が羽を広げたもので孔雀
文磬というふうに名前が付けられております。
　また、こういったものもあります。これまだ現役
で使っております錫杖です。こうやって見ちゃうと

大きさがわかりませんけれども、この小さい方が鎌
倉時代に作られたものだそうです。これ92センチ
あります。それから大きい方が室町時代で108.5セ
ンチ。これを持って鬼まつりの時に先頭を切ってこ
れを振って出ていくんです。大きい方は大人がふた
りで振ります。でも5分振ると息が上がっちゃうぐ
らい重いそうです、これは。それから小さい方はひ
とりで振りますが、そういった時に使う錫杖がまあ
工芸品として残っているんでしょう。仏像関係はこ
れぐらいであります。
　あとあるものとしましては、この本堂が国の重要
文化財になっております。これ今屋根を葺き変えて、
17年に葺き変えたところです。カラスが自分の巣
を造るのにこの屋根の桧の皮を抜いてってしまっ
て、カラスが巣を造ってしまった。穴が空いちゃっ
たんですね。雨漏りがするというような事で、早く
直らないかなと。うまい具合に文化庁からの補助も
いただいて修理が出来ました。今、本当に綺麗です。
それから非常にこの屋根の重みというか重厚感が私
は好きで格好良いですね。この桧の皮を集めるのが
非常に大変です。まあ私が集めるわけじゃあありま
せんのでいいんですけれども。
　これ本当に慌てて撮ったもんですから、実は舞台
裏話すとちょっと自分の用意した原稿が足らなく
て、慌てて写真入れてもうちょっと増やそうという
事で撮りに行ったんです。昨日、一昨日撮りに行っ
てきました。慌ててその天気もあまりよくなくて。
本当に見せたいのは、この柱の上の蟇

かえるまた

股っていうの
をお見せしたかったんですが、ここのところに蟇の
足のように二股に分かれた木がやってあるんですけ
れども、そこのところ。もうこういうのはすぐ変え
ます。これは柱の横のところにある肘木。この彫り
が鎌倉時代の彫りであろうという事で、この辺りが
建物、屋根とこの辺りが特色になっております。屋
根ですが檜皮葺と言いまして、桧の皮を集めてそれ
を竹釘で止めてあるという、そういう造り方がして
あります。こんだけの層の厚さにしてあるんですか
らね、なかなか沢山要りますが、ただ材料が沢山取
れないという事で、ここ見ていただくと、ここの部
分、これ銅板が貼ってあるんですね。下に染みてい
かないようにしてあるという。でも上の方はやって
なくて、この入り口の辺は、この厚い部分だけは材
料が傷まないように、また使えるようにっていう
ような事で、上の方はやってないから雨漏りがし
ちゃったんですね、カラスに取られて、という事が
あります。
　それから仁王門でございます。最初お話した800
メートルぐらい下がったところにあります。ただ瀧山寺本堂
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これ裏から写しているんですね。東から写している
んですけれども西側が表ですので、向こうからお
見えになっている。裏から撮ったのはなぜかという
と、それなりに理由がありまして、後ろに見ていた
だくとこの楠

くすのき

が大きくて、反対からだと建物が被っ
ちゃって撮れないんですよ。上手く撮れないもんで
すから、まあいいかという事でこちらから撮りまし
た。この仁王門、これも国の重要文化財でございま
す。ここの白いところに仁王門というぐらいですか
ら、ここに仁王像が入っております。本物をと思っ
たんですけれども、こんなふうには写真が撮れない
ですね。ここ柵がしてありまして、外からですと金
網がしてあって、まあどこもそうなんでしょうけれ
ども、入れるようになっておりまして、これも写真
から撮っておりますので、このストロボの光った辺
りが見えてしまって、もう本当に申し訳ありません
が、この辺りの阿形、吽形の顔。ただこれは彫りが
非常に甘いというような事を言われておりまして、
寺の記録では運慶だと言っております。そういう時
が時々あるんですね。
　屋根にこだわって申し訳ないんですが、これは柿
葺き（こけらぶき）という葺き方がしてあるんです
ね。大分傷んでるんですね。これ、この前の台風で
吹き飛ばされました。ちょうど風が東から吹いたん
ですね。だから東側のところがめくれちゃった。大
分悪くなってはいたんですけど、もうそろそろ修理
しなきゃねなんていう話を市の文化財課の方々とし
ていたんですが、そうしたら今度は早くしなきゃい
けないような状況になって、この辺もう随分ささく
れたみたいな状態になっております。これ柿葺きと
言います。柿葺きというのは、先程の皮じゃなくて、
薄い板を貼っていくという。私も調べまして、「こ
けら」という文字はどう書くかというと「 」とい
うように書きます。「かき」という文字は「柿」と書
きます。大変よく似ておりまして、読み違えてしま
うことがあります。辞書には。どういう事かという

と、
　 こけら

は一画少ない。柿はこういうふうに市という
字をこっちに書きますが、ご存知だろうと思います
が、申し訳ありません、偉そうな事言いまして、こ
ちらは点を打たないんです。一、二、三、縦を通す。
これが

　 こけら
という字だそうです。まあ常用漢字ではあ

りませんのでいいと思うんですけれども。そんな事
を最近私も知りました。漢字で木気良というふうに
書く書き方もありますし、一文字で

　 こけら
のような字で

書くというのもあります。
　この仁王門につきましてはちょっと興味深い話も
あります。この造られた方が飛

ひだのごんのかみ

騨権守藤
ふじわらみつのぶ

原光延とい
う方で、これがその塚でございます。この方が出来
た折に、この逆さ垂木の伝説があります。飛騨権守
藤原光延が造立をしましたが、この工事にあたり、
垂木が造り違えてしまった。それを下から見た老婆
が「名人でも間違える事があるのか」というふうな
事を申して、それを恥じてのみをくわえて亡くなっ
た。それで飛び降りたところ、落ちたところに椿の
芽が生えてきたというような話がありまして、それ
が逆さ垂木の伝説というのであります。この逆さ垂
木が見てわかりますでしょうか。垂木というのはこ
の黄色い部分であります。黄色い部分の木でありま
すが、見ていただきますと、明らかにこの垂木が他
と比べていただくと違ってませんか。切り口が、傾
きが。これちょっと上を向いてる。これ下を向いて
る。明らかにこう反対に付けてある。そこから逆さ
垂木というんですけれども、こういうのが、仁王
門の南側にあります。川沿いの方に行っていただい
て、青木川を背にして見上げていただくと3本真ん
中にあります。それの1番東側だと思っていただけ
れば。実物見ていただく。この位置から見るのが1
番わかりやすいです。この東側から見上げていただ
くと、明らかにこの面がこれだけ違っているという
のがわかるのではないかなと思います。これが逆さ
垂木であります。ただこれ名人がそう簡単に間違え
るわけじゃありませんので、完璧な物を造ってしま

瀧山寺仁王門 逆さ垂木
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うとあとは欠けるとしてまあ一部不完全にしておい
たっていう、昔の名工の考え方があってこういうふ
うにしたんだろうと言われておりますが、もっとわ
からんところでやればいいのにねっていうような事
は、俗っぽい人間は思いますけれども。まあそうい
う鎌倉時代から室町にかけてのこれが建物でござい
ます。
　それ以降瀧山寺は衰退をしていくわけです。世の
中が乱れてくる。戦国時代に入っていくなんていう、
戦乱というような影響も受けまして、あと室町幕府
が禅宗の方に傾倒していく。天台宗というのがやっ
ぱり外れてくるんですね。悲しいかな、こんな地方
の一寺院、そんなところに禄高があるわけではない。
鎌倉時代に412石をいただいておったそうです。だ
から収入はあったという事ですね。それ以降それが
途絶えてきた。そういう一寺院を庇護するという事
がなくなってきた為に、これ以降瀧山寺は非常に荒
廃をしていく。どんどんお寺がなくなってくわけで
あります。350もの寺をとても維持できないという
事であります。寺の歴史も途絶えてるわけですね。
住職の欄を見ますと始まってるのは江戸時代からの
記録は残っているんです。鎌倉でしたら住職が代々
変わってきたら、もう何十代というふうな数字に
なってもおかしくないと思うんですけれども、調べ
ましたら私が25世という事になりますから、江戸
時代になりまして、新しく始めたんだろうと思いま
す。
　これ江戸幕府になりまして瀧山寺はまた復活する
んですね。また412石をいただけるという事になり
まして、復活をしてくるという事であります。特に
その比叡山の天海僧正の弟子であった亮盛という、
同じ名前なんですが、亮盛という方が出られて、そ
の方が大変家光の信頼を得て、東叡山寛永寺に青龍

院というお寺を造って、そこのご住職と瀧山寺の住
職を兼務するという形で許可をされる。そこからま
た復活をするというのがそこであります。そういう
事で言うと亮盛という名前は瀧山寺では1番良い名
前なんですね。それを貰っちゃったもんですから、
ちょっと頑張らなきゃいかんぞという。それもあり
まして今日ここに立ってるわけです、宣伝しながら。
ただあの亮盛という漢字でありますが、盛っていう
字が盛岡の盛なんですけれども、新行先生の話です
と、江戸時代の方は亮盛（りょうじょう）と読まれ
てですね、この方の事を亮盛（りょうじょう）とおっ
しゃってました。その読み方が正しいのかもしれま
せんけれども、戸籍上は私は亮盛（りょうせい）と
言っておりますので、私は敢えて亮盛（りょうせい）
でいきます。
　その家光の時代に、隣の東照宮、瀧山東照宮、こ
れを造れと。久能山に造って、日光に造って、その
後岡崎にないじゃないかという事で岡崎のどこへ造
ろうという事で、ここがうまい具合に白羽の矢が
たった。理由としましては、この地が岡崎城から見
て北東にあたる。瀧山寺というのはちょうど北東に
なるんですね。それが鬼門封じになる。ここに東照
宮を建てる事によって、それが1番有力ではないか
な。ただあの色んなところが東照宮造りたい、造り
たいという事で、まあ今でいう誘致合戦があったん
だろう。それでたまたまここへ。何故かというと、
東照宮が出来ると加増されちゃうんですね。東照宮
が出来た事によって、瀧山寺は200石加増になりま
した。ですから612石になっちゃったんですね。単
純に言うと1石でひとりを雇えて1年分食わせるだ
けのものがあるという事ですね。600人雇ってもい
いという。お寺に600人も必要ありませんから優雅
な暮らしをしていたんだろうと思います。江戸時代
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ですよ。ちょうど反対側から見た図であります。本
殿を中心にしてみました。撮ってみましたが、あの
何が言いたいかというと、ここの灯籠群です。灯籠
がいっぱいあるんですね。この反対側にもあります
し、それから境内至るところに灯籠があるわけです
が、これが当時の大名から寄進をされている。家光
が灯籠を寄進しろという事で命を下して造らせたと
いうふうに聞いておりますが、凄い強大な力があっ
たなという。こういう灯籠がいっぱいあります。見
ていただくとまだ何となく読めます。40年ぐらい
の時に悪い人がいて、これを拓本にするというんで、
赤い物で付けちゃいましたので、これ全然取れなく
て、まあ赤くなっちゃってるんですけれども。そう
いう灯籠もございます。
　あとお付けした資料の絵地図でありますが、絵地
図というか絵図でありますが、石川貫河堂という方
が描かれた。あのいい加減に見えますが、かなり正
確だなというふうに見れるんですね。ですから載せ
たんです。まあ江戸時代に描かれたという事であり
ますが、左の方から見ますとですね、1番が仁王門
であります。この絵自体もかなり正確な形をしてお
ります。手前に仁王橋があって、そこをずっと登っ
ていきますと8番というところが、これは弘願寺さ
んで真宗のお寺なんです。これは弘願寺さんといい
ます。そこをずっと過ぎて橋を越えた辺りから表坂
からこう上がっていく。この上がり方なんか本当に
今でもこういう上がり方をしていくんですね。真っ
直ぐ階段を上がって、右に曲がってそこにひとつお
寺があって、今の駐車場のところですね。西側の駐
車場のところにお寺があったんだなっていう。そこ
はまた階段を上がって今度左に曲がって正面階段出
ていくと本堂があるというような形であります。本
堂があってその後ろに日吉神社があって、その東に
東照宮があってという事であります。注目すべきは
その地図でいくとその右側のところに旧本坊と書い
てあります。旧本坊というのは今の中学校の辺りで
す。常磐中学校の辺りにあった。それからその下に
ある今の本坊であります。それから宝物殿のある
ところが6番ですかね。それから先程十一面観音が
あったのが7番のところ。そこにあったというふう
に記憶してます。それからずっと外れ9番のところ
がこれが萬松寺さんで禅宗のお寺であります。入り
口入って仁王門から下がっていったところにあるわ
けです。
　東照宮もう少し説明しなければいけませんでし
た。あの葵の御紋がいっぱいあるからちょっと写真
を撮ってみました。これが目に入らぬかっていう。
これでもか、これでもかってあります。それから風

雨にあたっちゃって剥げてるところもありますが、
ここの辺りは本当に綺麗ですね。という東照宮であ
ります。
　これが中学校のところにあったという青龍院、旧
本坊であります。こんな形をしていたというふうに
言われております。これは、これもまた正確なもの
ではありません。この青龍院を知っている年寄りの
方が話をされて、こんな形をしていた、こんな形を
していたという自分の記憶を語られてそれを絵にし
たもの。ですから全然違ってないけども、それじゃ
あ正しいかというと、うーんっていうところもあり
ます。でもかなり立派な本坊であった青龍院という
お寺がこういう形でありました。その他にあの常心
院とか観量院、浄蓮院、容厳院、玉泉院とかという
お寺がこの近くに、本坊の周りにあったと言われて
おります。今はもう荒れ果ててしまって、今はもう
竹藪になっているところを見ますと石垣が組んであ
る跡が随所にあります。恐らくそれはもうかつての
お寺の跡であろうというふうに想像して難くないと
いうふうに思っています。
　それからこれ知られてないんですけれども、江戸
時代の住職の代々の住職のお墓がここにあります。
場所は少し下がった弘願寺さんの裏手にある山の高
台にあるわけですが、ひとり人間でも立てておくと
この大きさがわかるんですが、この花筒に注目して
いただければ、これ孟宗竹を切ったものですので、
この一節が大体30センチだと思ってください。で
すからこれの高さだけで80センチ、90センチある
んです。そこから高さを想像していただく。とまた
亮盛さんが出てくるわけでありますが、この正面の
お墓は亮盛さんのお墓なんですが、ここで80、90
センチだと思っていただければ。立って私もこう手
を伸ばしてみたんですけれども届きません。こちら
のお墓でこの辺まで手がいったな。だから2メート
ル以上のお墓がずらっと並んでるんです。かつての
勢いというか、612石というのはこういうところも
凄いなというのを、私も感じましたね。大きな墓、
まあこう見ていただいたように荒れ果てております
が、人手がなくて掃除が出来ずに、でもここだけ掃
除しとけばよかったですね。
　あとは明治以降につきましては、この612石が明
治以降になってなくなってしまう。もう当時のご住
職方はきっとショックだったでしょうね。それ以降
はもう切り売りというような事で、お寺の土地をど
んどん売って生活をしていくというような事が行わ
れて、それ以降明治以降については目を覆いたくな
るような状況になっちゃったという。まあその時に
ですね、本当に私も思うんですけれども、塾か何か
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やっておいてくれたらね。瀧山寺塾。慶應義塾に向
こうを張って瀧山寺塾というのが出来たかもしれま
せんね。当時ね、学識が高いというのはお坊さんで
すから、そういった方がそちらに目を向いていった
らなと思ったんですけれども、612石の生活ですか
らきっとそこには行かなかったんでしょうね。これ
からの時代は子どもたちだと言ってくれたらきっと
良かったんだろうと思うんですが、こんなふうにな
らずに。
　あと何で鬼まつりが出てきたかというと、文化財
という事でくくりましたので、今までのは有形文化
財なんですね。これは無形文化財、形がない文化財。
これは県の無形文化財の第1号なんです。昭和29年
3月12日に指定をされた。だから文化財、無形文化
財を指定するというので最初に瀧山寺の鬼まつりが
指定をされたということです。ちょっと誇ってもい
いかなというように思っております。ご存知の方多
いと思いますけれども、本堂で松明を持ち込んでこ
ういうふうにやるわけでありますが、大体参加者が
200名ぐらい。表で出る人じゃなくて、裏方で支え
る人とか、そういった方を集めると200名ぐらい。
もう既に始まっておりまして、先日警察に行って、
行いますから宜しくお願いします。消防へ行ってお
願いしますというようなところから始まるわけです
が、鬼まつりの準備が進んでおります。これが終わ
ると暖かくなるというのが、滝町では囁かれる。鬼
まつりの日になると鬼まつりの日だで寒いねという
言葉、で終わったらそんなに変わってないですけれ
ども暖かくなったなという。でも今年は2月20日で
すので、かなりそういう思いは強いかなというふう
な事を思います。
　修正会と申します、修正会というのはお寺の正月
の行事であります。正月に修行に入ってお参りをし
て、瀧山寺の場合ですと1週間修行をしてください
よと冠面者にお願いをします。私どもも冠面者ほど
ではありませんが修行をするわけでありますが、ま
あその修行の大きなものとしましては、精進潔斎を
して祭りに臨む。まあ具体的に言うと動物の肉は食
べてはいけない。家族のものとは別の火を使えと。
それから寝食は共にするな。女性の方が沢山いる前
で言うのははばかられますがこの時代は、女性は不
浄のものとされておりまして、沢山お見えになって
恐縮です。ただあのちょっとだけ追い風になるのは、
相撲がそうですね。相撲の土俵の上を女性を上げ
ちゃいけないと言いますよね。そのあたりの延長線
にあると思っていただければと思います。その修行
をされて、1週間して、その終わった日にお祭りを
行う。ですから主役の鬼がお祭りが上手くいく、い

かないというの鬼の修行にかかっているというよう
な言い方をする人もいるんですね。今年の祭りは良
かった、鬼の修行が良かったんだねとか、雨降ろう
ものなら何やっていたんだ、お前というような。幸
いうちの薬師如来様は天気に強く、雨は降らないで
すね。まあ降ってないわけじゃないですよ。大雪が
降った事もあります。どうする、こんな雪が降って。
でもやります。異常乾燥注意報が出てもやります。
強風注意報が出てる、やります。消防の方が今日は
どうですかね、止めませんかねって言って。そんな
ときでもやりますって言うと、そうですよねと言っ
て帰っていかれますが、こういう火を使いますので
大変心配をしていただいてます。
　去年見たんですけれども、たまたま鬼まつりが終
わって、床がその時連絡が悪くて中々電気が点かな
かったんです。お祭り始まると電気消してしまいま
すので、真っ暗の中で松明の火だけなんですね。終
わって、床が火が付くのが遅かったので見ましたら
真っ赤になっているんですよ。その松明から落ちた
火がずっとこう層になってて、ああこれは大変だな
と思いました。まあ終わるとすぐに電気が点くとす
ぐに消防の方がきてすぐに水を打って消してしまい
ますので、火が出る事は心配はないわけであります。
　あとお祭りを守る為にですね、滝町が全面的に協
力をしていただいている。滝町の規約に書いてある
んですね。滝町町民は鬼まつり保存会に所属してい
るというような事が、もう町の規約に入っています。
ですから滝町の方は全員出てもいいんだけれども
200人きていただければいいから、全員はきません。
だから毎年代わって参加者が手伝っていただけるわ
けでありますが、そういうふうにもなっております。
そういう思いも込めまして、感謝の気持ちを込めて、
ここに鬼が餅を持ってると思うんです。ここお餅が
あると思いますが、このお餅全戸に配るんです。お
餅が鬼まつりになると6個出来るんです。鬼のそれ
ぞれのお飾りが2つずつありますから6個あって、1
個ずつは鬼が持っていきます。それからもうひとつ
主役である12人衆が1個持っていきます。あと2つ
余ります。2つを360軒ありますので分けます。お
祭りのお下がりだという事で、参加をしていただい
た、直接今年は参加出来ないけれども、参加をして
いただくお下がりだという事で、このぐらいですけ
れどもね。次の日に組長さんが切って、お前のとこ
ろ何軒だ、はいそうかと言って全部配って、それ全
部1軒1軒配っていただく。かえって貰った方が困
るかもしれませんね。
　それからあと後継者を育てていきたいという事を
強く思っておりまして、お祭りの参加者が昔はお祖
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父さんで上手な方がいて、小学生ぐらいの子を連れ
て、今年は鬼まつりに出させてやるなって連れて歩
いてくださったそうです。上手に連れていってくだ
さった。だから鬼まつりに参加すると俺はちょっと
偉いぞという。子ども同士の中でちょっと箔が付く
んですね。郡上の川へ飛び込むと一人前になるとい
うような、あれと同じような事ですね。そういうふ
うで今そんな事出来ませんから、特別に小さい松明
を造って、本当はすぐに始まるんだけれども最初に
子どもだけ出す。大人になったら参加してください
よという願いを込めて少しでもお祭りを長く長く、
伝統のお祭りを続けていきたいというふうに思っ
て、進めております。
　これがお祭りで使う面であります。角があるのが
祖父面、お祖父さん。角がないのがお祖母さん、反
対のような気もしますが。孫面。お気づきになる方
もあるかと思いますが、孫は目が開いてるんです。
ここ、赤いのが見えますでしょう。お祖父さん、お
祖母さんは目はあるけれども開いてません。ですか
ら面を付けて孫は動けますけれども、お祖父さん、
お祖母さん面を付けている人は動けないんです。で
すから必ずお祭りまたこれ見ていただければわかる
と思いますが、隣に必ず両脇に屈強な若者が付い
てるんです。ここにさらしを巻いて、そのさらしを
ギュッと持って誘導するんですね。だから鬼まつり
大変ですねと言いますけれども全然って言います。
ましてや面を被っちゃってますから周りの景色が見
えません。ただ見えるのは鼻から覗いて下が見える
だけですね。全部あなたに預けますというような事
で、お祭りの冠面者にとってもとても大切なんです
が、その脇で支える手引き衆というのがいまして、
その方の動きにかかっている。お祭り上手くいくか
いかんかその人達にかかっています。その方達は何
回も松明を持って出られた方で、なおかつ自分もお
面を被って出られた方。まあ超ベテラン。お祭りが
始まってきますとだんだん人というのは興奮してき
ます。喋ってる声がだんだん大きくなってきて早口
になるんですね。ワーワーワーワーワーとやってま
す。自分もそうだと思いますが。そんな中でこの方
達は、本当にこの手引き衆の方達は本当に落ち着い
てみえて、終わってから反省会をやるんですが、そ
の時に、あの時にこうでこうでこうでって話をする
とね、皆さんそれ覚えているんですね。この異常な
状態の中に、火があって、ワーワーワーワーやって
て、中から半鐘を打ち鳴らすところありますが、実
はトラックのホイールを叩いてるんです。ガンガン、
頭がガンガンする。そういうちょっと異常な状態の
中でその方達は非常に沈着冷静で対処していただい

ているので、今年のお祭りは良かったねというよう
な事を思っておりますが、そんなふうに行われてお
ります。
　あと宣伝ばっかりしてきて、また最後に駄目押し
の宣伝でありますが、鬼まつりで前回もご紹介をさ
せていただいたのですが、まあそのぐらい経営的に
は苦しいんだと思っていただければありがたいな。
笑っていますが、本当は内心はどうしようかと思っ
ているんですけれども。鬼まつりで出す特別な料理
がございます。写真を持ってくると本当はもっと格
好良かったんですけれども、その時は忙しくて写真
を撮る間がなくて、そういう事作っておかなければ
いけないなと思いますが。その料理を4,000円で予
約販売をしております。この日1日だけであります。
あとご祈祷券と特別にご希望ですが屋根の付いたと
ころでも見えるよというような特別観覧席も用意し
てございます。それから駐車券もお出ししますので、
もしごゆっくり見られたい、それからお酒は飲み放
題にしております。そういう料理がございますので、
もしご希望がありましたらうちの方に電話していた
だいてもいいですし、この場でも受け付けますので。
はい、ありがとうございます。
　そんな宣伝めいたばっかりの話でお付き合いいた
だきまして、ありがとうございました。ここら辺り
で終わらせていただきたいと思うんですが。はい、
どうもありがとうございました。ご静聴ありがとう
ございました。


